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ま え が き 

 

 

近年の医療技術の進歩により、これまでは治らないとされていた疾病が治るようになる

とともに職場復帰を目指して治療を受ける労働者や、治療を受けながら就労する労働者が

増えている。その際に、労働者が治療と就労の両立ができないために、療養後の職場復帰

を断念する、あるいは、復帰後に就労を継続できず、離職せざるを得ない状況に陥るケー

スが生じていると言われている。 

両立支援を巡る現状において、労働者、企業、産業医・産業保健スタッフ、医療機関等

の関係者の取組や連携は十分とはいえず、また、治療と就労の両立の観点から見ても、疾

病により休業、休職した労働者が、職場へ復帰・定着するための人事労務施策や柔軟な雇

用管理の充実化が必要といえる。 

少子高齢化の急速な進展により、労働力人口が減少に転じるなかで、より多くの人々が

可能な限り社会の支え手として活躍できるような全員参加型社会の実現は、喫緊の政策課

題である。 

これらを踏まえ、当機構は、疾病に罹患した方が、就業継続を断念することなく、職場

復帰し、治療と仕事の両立をする上で、企業実務上、何が重要であるかを把握するため、

ヒアリング調査を実施した。この資料シリーズは、その結果をとりまとめたものである。 

本ヒアリング調査にご協力いただいた企業にこの場を借りて改めて感謝申し上げたい。

本報告書が、疾病に罹患した労働者の休職・復帰に携わる人事担当者、また、実際に疾病

に罹患したことで治療と職業生活の両立に取り組まれている方々、さらにこれを支援する

産業保健スタッフ等の方々の参考になれば幸いである。 
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